
MANDARA JSの基本操作②

地図の錬成会 MANDARA JS特練

データを取り込んで地図にしてみる



【参考】MANDARAにデータを読み込む場合
“MANDARAタグ”と呼ばれる印のついた
データファイル（csv方式）か
MANDARA JSで作ったデータを読み込みます

この部分が
MANDARAタグ



【参考】MANDARAタグ付きのファイルを作るには
パソコン（Windows）版のMANDARA10を
使うと簡単に作れます。

白地図
あるいはデータを入れた地図を描いた
上で「クリップボードにデータのコピー」

EXCEL上で
貼り付けます



【参考】この時、“LAYER”を増やしていくことも可能です

米のデータレイヤー

野菜のレイヤーを足す



【参考】表のファイルを作ったらcsv形式で
保存します。



①サイトからcsvファイルを
ダウンロードします



②MANDARA JSを開きます
ファイル→属性データ読み込み

地図ファイルは
空欄でよいです

ファイルを選択
を選びます



③読み込まれると数値が
出ますので、確認してOKします

読み込まれたら
描画してみましょう





色分けや図形などの変更をしたら
MANDARA形式で再保存して下さい

MANDARA形式で
属性データを保存
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